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日
本
で
は
、
三
人
に
一
人
が

高
血
圧
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
積
極
的
に
治
療
に
取
り
組

ま
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
る
と
、
食
事
や
運
動

な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
努

め
れ
ば
、
血
圧
を
下
げ
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
血
圧
と
は
、
心

臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
が

血
管
の
壁
に
与
え
る
圧
力
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。 

収
縮
期
血
圧
（
最
高
血
圧

:

心

臓
が
収
縮
し
て
血
液
を
送
り
出

し
、
血
管
の
圧
力
が
高
く
な
っ

た
時
）
と
拡
張
期
血
圧
（
最
低

①
「
乱
れ
た
食
生
活
」
食
べ
過

ぎ
、
塩
分
、
脂
質
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
摂
り
過
ぎ
②
「
運
動
不
足
」

に
よ
る
肥
満
③
「
体
質
」
両
親

又
は
、
そ
の
ど
ち
ら
か
が
高
血

圧
の
場
合
、
子
供
に
も
遺
伝
す

る
傾
向
が
あ
る
。
④
「
加
齢
」

年
を
と
っ
て
血
管
が
老
化
す
る

と
血
圧
も
高
く
な
り
や
す
い
。 

 

日
常
生
活
の
注
意
点
と
し
て 



食
べ
過
ぎ
て
い
る
人
は
、
食

事
量
を
減
ら
し
、
油
っ
こ
い
物

は
控
え
、
青
菜
類
を
多
く
と
る

よ
う
に
す
る
。 



運
動
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽

今
回
の
題
字
は
、
読
者
の
方
に
お
書
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

85

mmHg
未
満
。
糖
尿
病
患
者
、
腎

障
害
患
者

:

130

／

80

mmHg

未

満
。
高
血
圧
の
状
態
が
続
く
と

血
管
に
負
担
が
か
か
り
、
や
が

て
動
脈
硬
化
が
起
こ
り
、
進
行

す
る
と
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な

ど
の
命
に
か
か
わ
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。 

 

家
庭
で
血
圧
を
測
る
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、「
朝
起
き
て
排
尿
を
済

ま
せ
た
後
一
時
間
以
内
」
で
「
朝

食
を
食
べ
る
前
、
薬
を
飲
む
前
」

に
座
っ
て
測
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
時
、
体
重
も
記
録

し
て
お
く
と
変
化
が
把
握
で
き

る
の
で
減
量
の
励
み
に
も
な
り

ま
す
。 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
が

高
血
圧
を
招
く
の
で
し
ょ
う

か
？ 

し
く
継
続
出
来
る
よ
う
な
も
の

を
。 



睡
眠
、
休
養
を
し
っ
か
り
と

り
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 



排
便
時
に
い
き
む
と
血
圧
が

上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
便
秘

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。 



喫
煙
は
、
合
併
症
を
起
こ
す

危
険
率
が
高
く
な
る
の
で
禁
煙

し
ま
し
ょ
う
。 



お
酒
は
、
ビ
ー
ル
な
ら
一
日

に
中
ビ
ン
一
本
、
日
本
酒
な
ら

一
合
程
度
に
と
ど
め
ま
し
ょ

う
。 



寒
い
と
血
圧
が
上
が
り
ま
す

し
、
暖
か
い
所
か
ら
急
に
寒
い

所
に
行
く
と
心
臓
に
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
温
度
差
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。 

 

日
々
自
分
の
体
の
状
態
を
知

る
こ
と
が
高
血
圧
対
策
の
第
一

歩
だ
と
思
い
ま
す
。 

も
し
毎
日
の
記
録
の
中
で
、
血

圧
の
高
い
状
態
が
続
く
よ
う
で

し
た
ら
、
自
分
で
判
断
せ
ず
、

ま
ず
医
師
に
相
談
し
て
下
さ

い
。 

（
看
護
師 

高
田
美
幸
） 

漢 方 入 門 

 日々のストレスで体も心も疲

れ、「何となく気持ちが滅入る」 

「眠れない」「だるい」などの症状を訴える人が急増

しています。 

 このようなうつ症状の訴えに漢方薬を服用する

ことで、体調が良くなると同時に気力も増し、うつ

症状が改善される場合がよくみられます。東洋医学

ではうつ状態を、生命エネルギー「気」がスムーズ

に流れない状態ととらえています。そこで気の流れ

を正常にする漢方薬を中心に、気持ちを鎮める作用

のあるものも加えたりして、症状に対応します。 

 主な処方として、柴胡加竜骨牡蛎湯（サイコカリ

ュウコツボレイトウ）があり、その成分の竜骨・牡

蛎には精神安定作用が認められております。他の成

分にも鎮静作用、催眠作用、自律神経系調整作用が

あります。漢方薬は体質、症状に合ったものを服用

する事が大切であり、症状により、他に半夏厚朴湯

（ハンゲコウボクトウ） 、加味逍遙散（カミショ

ウヨウサン）なども適応になります。 

 「何となく気持ちが滅入る」「眠れない」「だるい」

などの症状をお持ちの方がいらっしゃいましたら

お気軽にご相談ください。 

血
圧

:

心
臓
が
拡
が
っ
て

血
液
を
心
臓
に
取
り
込
み

血
管
の
圧
力
が
低
く
な
っ

た
時
）
が
あ
り
ま
す
。
収

縮
期
血
圧
140

mmHg
以
上
、
拡

張
期
血
圧
90

mmHg
以
上
の
場

合 

高
血
圧
と
い
い
ま

す
。 

 

目
標
と
す
る
血
圧
は
、

高
齢
者

:

140
／
90

mmHg
未

満
。
若
年
、
中
年
者

:

130
／


